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過労死をゼロにし、

健康で充実して働き続ける

ことのできる社会ヘ

近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の

労働間題によつて多くの方の専い命や心身の健康が

損なわれ深刻な社会問題となっていま現

本シンポジウムでは有識者や過労死をされた方の

ご遺族にもご登壇をいただき、通労死等の現状や課題、

防止対策について探りま現

2019年12月4日 (水)
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,中経:会場
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参加
無料

主催 :厚生労働省

後援 :沖縄県

協力 :過労死等防止対策推進全国センダー、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議



1993年千葉大学大学院自然科学研究科

修了・博士 (理学),1996年サーカディアン

瀧畢 踊 翠財 う宏 男解却 尉 肥 ど 鍬 櫂 [
客員研究員。2001年 (財 )労働科学研究所労働ストレス研究

グループ長,主任研究員,2004年慢性疲労研究センター長 ,

2012年研究部長,2015年研究主幹を経て,現在 (公財)大原

記念労働科学研究所上席主任研究員

佐々木 司氏
大原記念労働科学研究所

研究部 上席主任研究員

沖縄労団局からの現状報告

語演「労働者の疲労、ストレス、

睡□屁と週労死・ 週労自死のメカエズムJ

佐々木 司氏
(大原記念労働科学研究所 研究部 上席主任研究員)

週労死遺族より体験談

「息子の週労死から週労死防止を願う」
西 垣 迪 世 氏 l全国週労死を考える家族の会兵庫代表)

開会挨拶

,中縄会場 過労死等防止対策推進シンポジウムを開催します。

プログラム 講師プロフィール

●会場のご案内

′ゞンフィックホテル沖縄 2階 カネオヘ
那覇市西3丁目6番1号

。モノレールゆいレール那覇空港駅から旭橋駅下車→徒歩約15分

。車で沖縄西海岸道路約5km約 7分

0参加申込について
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>会場の都合上、事前の申し込みをお願いします。

(定員に満たない場合は、当日参力Bも可能です)

>申し込みはWeb又はFAXでお願いします。

>参加証は発行いたしません。そのまま当日お越しください。

>定員超過の場合のみ、電話でご連絡いたします。

OWebか らの申し込み :以下ホームページをご覧いただき、申し込みをお願いいたします。

httpsI〃wwwipⅢ unique.coijp/karoushiboushisympo

過労死等防止対策推進シンポジウム
Щ

OFAXでの申し込み:以下の参加申込書に必要事項を記載の上、FAXをお願いいたします。

FAX番号 03‐6264L6445 過労死等防止対策推進シンポジウム受付窓□行

0下記の「個人II青報の取扱いについて」に同意の上、ど記入ください。

スマートフォンで

QRコードを

読み込んで下さい。

0次の該当する□にアをお願いいたしま現

□ 経営者  国 会社員  □ 公務員  □ 団体職員

□ 社会保険労務士  □ パート・アルバイト  ロ 学生

□ その他 [

□ 弁護士

]

I

□ 教職員  □ 医療関係者

□ 週労死家族

lき、りがな′]、 りがな

1

′き、りがな13、 りがな

お 名 前

5名以上のお申込みは、

別紙 (練式自由)にて
FAXしてください。

電話番号

企業・団体名

「個人情報の取扱いについて」
・ご記入しlただいた事項は、週労死等防止対策推進シンポジウムの申込受付業務を目的として使用し、他の目的で使用することはござしヽません。・個人情報はご本人の同意なく第三者に提供を

しヽたしません。・委託運営株式会社プロセスユニークの「個大情報保護方針(http:〃www p uttque cojp/pnvacy)に 従い適切な保護措置を請じ、厳重に管理いたします。

(お間い合わせ先)電話:0120‐053‐ 006E― maiti karoushiboushisympo@p‐ unique.co.Jp株式会社プロセスユニーク


